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研究成果の概要（和文）：1998年～2008年までに当科で切除術を施行した大腸癌肝転移症例103例を対象とし、CD44、C
D133の発現を免疫染色を用い検討した。また、浸潤能、増殖能、抗癌剤耐性能を評価するためMIB-1,E-cadherin,ABC-G
2の発現も検討した。CD44の発現率は58.7％で、CD133の発現は44.6％であった。肝転移巣におけるCD133の発現は独立
予後規定因子であった（HR 0.320,p=0.0016）。肝転移巣CD133陰性群は有意にMIB-1indexが高く（p＝0.003）、E-cadh
erinの発現が低かった（p=0.001）。

研究成果の概要（英文）：The CD44-positive rate in primary lesions and L-Mets was 41.4 and 58.7 %, 
respectively. There was no correlation of CD44 expression between primary lesions and L-Mets (r = 0.250, 
p = 0.071). The CD133-positive rate in primary lesions and L-Mets was 53.6 and 44.6 %, respectively. 
There was no correlation of CD133 expression between primary lesions and L-Mets (r = 0.219, p = 0.135). 
In the CD133-negative group, the MIB-1 index was significantly higher than in the CD133-positive group 
(61.6 vs. 46.3 %, p = 0.003), and E-cadherin expression was significantly lower in the CD133-negative 
group compared with the CD133-positive group (29.3 vs. 46.8 %, p = 0.001). Absence of CD133 expression in 
L-Mets correlated with poor overall survival (p = 0.006), and multivariate regression analysis showed 
that it was an independent marker for poor survival (hazard ratio 0.320, p = 0.0016).

研究分野：消化器外科学
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１．研究開始当初の背景 
大腸癌は近年増加の一途を辿っており、その
予後規定因子である肝転移を制御すること
が重要な課題となっている。また一方で、癌
幹細胞：Cancer Stem Cell(CSC)という概念
が広まっており、大腸癌においても数多くの
研究がなされ、様々な知見が得られているが、
予後規定因子である肝転移巣においては、
CSCの研究はほとんどなされていない。 
  
２．研究の目的 
本研究の目的は大腸癌肝転移巣と CSC との
関係を研究し、明らかにすることにより、新
規治療薬の開発につなげ、大腸癌肝転移の予
後を改善することである。 
 
３．研究の方法 
（１）大腸癌肝転移巣における CSC マーカー
CD133、CD44 の発現と臨床病理学的因子との
関係について検討する。また、CD133 の発現
と癌の分子機構との関係を解明するため、 
（２）CD133 高発現群と低発現群での発現タ
ンパクを網羅的に解析し、候補蛋白を選出、
ネットワーク解析により、関連 Signaling 
pathway を同定する。 
（３）大腸癌肝転移巣先進部の Growth 
Pattern と CSC マーカー、予後との関係につ
いて検討する。 
 
４．研究成果 
（１）大腸癌肝転移巣における CSC マーカー
CD133、CD44 の発現と臨床病理学的因子との
関係 
1998 年〜2008 年までに当科で切除術を施行
した大腸癌肝転移症例 103 例を対象とし、
CD44、CD133 の発現を免疫染色を用い検討し
た。また、浸潤能、増殖能、抗癌剤耐性能を
評価するためMIB-1,E-cadherin,ABC-G2の発
現も検討した。103 例中 44例は原発巣での評
価も行った。 
結果：CD44 の発現率は原発巣で 41.4％、転
移巣で 58.7％であった。原発巣と転移巣で発
現に marginal な相関を認めた（r=0.250, 
p=0.071）。CD133 の発現は原発巣で 53.6％、
転移巣で 44.6％で相関を認めなかった。肝転
移巣におけるCD133の発現は独立予後規定因
子であった（HR 0.320,p=0.0016）（図１）。
肝転移巣 CD133 陰性群は有意に MIB-1index
が高く（p＝0.003）、E-cadherin の発現が低
かった（p=0.001）（図２）。 
 
（２） CD133 高発現群と低発現群における発
現蛋白の網羅的解析 
①組織からのサンプリング：肝転移切除検体
から凍結切片を作成し、LMD(Laser captured 
microdissection、Leica LMD 7000)にて癌部
のみをサンプリングした。対象検体は、2010
〜2011 年に当施設で切除された大腸癌肝転
移巣切除例 20 例。免疫組織化学にて CD133
高発現群 10 例と低発現群 10 例を選出した。

②発現蛋白の網羅的解析：LMD サンプルから
蛋白を抽出し、液体クロマトグラフィーにて
抽出蛋白を分離、質量分析器にて発現蛋白を
同定、定量した（LC FT-LTQ MS）。 
③候補蛋白の選出：発現蛋白の網羅的解析を
施行し、1681 種類(up regulation:123、
down:171)の蛋白を同定した。同定された発
現蛋白に対し、ネットワーク解析（KM データ）
を施行し、CD133 の肝転移巣における発現と
関連する Signaling pathway を解析した結果、
EMT 関連 Pathway（E-cadherin）と Hypoxia
関連 Pathway(HIF１α)が同定された。プロテ
オーム解析で得られた本結果の裏付けを行
うため、大腸癌肝転移巣先進部の Growth 
Pattern と CSC マーカー、EMT 関連マーカー
（E-cadherin）との関連を検討することとし
た。 

 
（３）大腸癌肝転移巣先進部の Growth 
Pattern と CSC マーカー、予後との関係 
大腸癌肝転移切除例111例を解析対象とした。
腫瘍辺縁部の growth pattern（GP）を、腫瘍
と 肝 組 織 の 間 に 線 維 層 を 認 め る
Desmoplastic GP 群（D 群）とそれ以外の
Non-desmoplastic GP 群（ND 群）の 2群に分
類し臨床病理学的因子を比較検討した（図
３）。さらに 111 例中 94例に対して、腫瘍辺
縁部の MIB-1 index、E-cadherin、CD133、CD44
の免疫組織学的染色を行い異なる GP を形成
する関連因子を検討した。 
結果：111 例中、D群は 43 例（38.7%）、ND 群
は 68 例（61.3%）であった。2 群の背景を比
較すると、術前因子では D群で腫瘍径（23mm 
vs. 32.5mm, P＝0.005）が小さく、CEA 値が
低値（P＜0.05）であった。切除前化学療法
（化療）施行例は 16例（37％）vs. 29 例（43％）
で差はなく、奏効率にも差はなかった（22％ 
vs. 27％）。5年無再発率は、D群 41.5％、ND
群 23.7％と D群で良好であり（P＜0.05）、ま
た 5 年生存率も D 群 59.9％、ND 群 44.5％と

図１CSCマーカー発現と予後 

図２MIB-1 indexと E-cadherin発現 



D 群で良好であった（P＜0.05、図３）。また
Cox の比例ハザードモデルを用いた多変量解
析による予後因子は、両葉転移（P＜0.01）
と Desmoplastic GP（P＜0.05）の 2因子であ
った。 
(2)腫瘍辺縁部の MIB-1 index は、D 群 57％
±29％、ND 群 51％±25％と差はなく、
E-cadherin も両群間で差はなかった（31％±
25％ vs. 40％±28％）。また癌幹細胞のマー
カーである CD133 陽性率（58％ vs. 41％）、
CD44 陽性率（66％ vs. 54%）にも両群間で差
を認めなかった（表１）。 

 

 

 
 
以上の結果から肝転移巣のCD133陰性は予後
不良因子であり、癌細胞の増殖、浸潤に関連
している可能性が示唆された。大腸癌肝転移
巣の Tumor growth pattern において、との
関連は認められなかった。Desmoplasitic 
pattern は有意に予後良好であったが、CSC
マーカー（CD133,CD44）との関連は認められ
なかった。 
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